
288 第四部　「人間的〈関係性〉」の分析と〈共同〉の条件

引き起こされるわれわれ自身の人間理解、あるいは人間観の変容にこそある
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か

らである。われわれはこれまで、それを「無限の〈生〉
0 0 0 0

」と呼んできた。すなわ

ちわれわれの〈生〉においては、潜在的に何もかもが実現されるはずであるし、
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何もかもが実現されなければならない、それゆえそれを阻むいかなるもので
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あっても取り除かなければならない
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とする、あの人間観である。そしてわれわ

れが繰り返し見てきたように、それは「人間的〈生〉」の現実において必ず“敗

北”する。そのときにこそ、まさに〈生の混乱〉がもたらす「病理」が頂点に

まで達するのである。

さて、われわれは以上を通じて、【上巻】で予定していたすべての分析を終え

ることができた（「表４」では、これまで見てきた三つのアプローチにおける〈自己完

結社会〉の成立、および〈生の自己完結化〉と〈生の脱身体化〉の位置づけについて、

「表５」では、それぞれのアプローチから見た諸概念の対応関係についてまとめた）。【下

表４　三つのアプローチから見た、〈自己完結社会〉の成立、および〈生の自己完結化〉
と〈生の脱身体化〉の位置づけ

A．「環境哲学」
（【第二部】で言及）

B．「〈生〉の分析」
（【第三部】で言及）

C．「〈関係性〉の分析」
（【第四部】で言及）

イ．〈自己完結社会〉の
成立

人類史における
「第三の特異点」

「〈社会〉と〈人間〉
の切断」

「〈生活世界〉の空洞化」
と「〈生〉の不可視化」の
進行、および「〈社会的装
置〉の〈生活世界〉から
の自立化」と「〈ユーザー〉
としての生」の完成

〈共同〉のための人間的
基盤の喪失、および〈他
者存在〉から切断され
た虚構の「この私」の
肥大化、全面化

ロ．〈生の自己完結化〉
〈関係性の病理〉

意味体系が脆弱化した
〈社会的装置〉の台頭に伴
う、一般的対人関係にお
ける〈根源的葛藤〉の顕
在化

「０か１かの〈関係性〉」
がもたらす「底なしの
配慮」と「存在を賭け
た潰し合い」、「不介入
の倫理」の全面化と、
それに対する挫折

ハ．〈生の脱身体化〉
〈生の混乱〉

〈社会的装置〉への“委
託”に伴う、時空間的な

〈存在の連なり〉に根ざす
ことのない〈生〉の成立、
加えてその帰結としての

〈存在の強度〉の脆弱化

虚構の「この私」と「意
のままになる他者」の
希求に伴う、「意味のあ
る〈関係性〉」と「意味
のある私」の喪失
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